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50
回
を
記
念
し
て
同
研
究

会
を
指
導
し
プ
ロ
の
演
奏
家

と
し
て
活
躍
す
る
上
田
美
恵

子
さ
ん
（
箏
）、
山
野
明
彦

さ
ん
（
尺
八
、
平
13
経
済
）

が
特
別
出
演
。「
住
吉
」「
華
」

を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
し
た
。

　
十
七
絃
を
演
奏
し
た
丸
山

代
表
は
「
定
期
演
奏
会
は
私

た
ち
の
活
動
の
集
大
成
。
今

年
も
５
月
に
曲
目
を
決
め
、

黒
門
祭
演
奏
を
終
え
た
あ
と

合
宿
も
行
い
、
稽け

い

古こ

に
没
頭

し
て
き
た
」
と
話
す
。

　
部
員
数
は
61
人
と
他
大
学

に
比
べ
て
規
模
が
大
き
い
。

「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
演
奏
に

厚
み
が
出
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
丸
山
代
表
。
部
員
の

ほ
と
ん
ど
が
和
楽
器
未
経
験

で
ス
タ
ー
ト
し
、
仲
間
と
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら
練
習
に
励

ん
で
き
た
。

　
鈴
木
涼
子
さ
ん
（
文
３
）

は
「
１
年
次
生
か
ら
三
味
線

を
始
め
ま
し
た
が
、
魅
力
は

弾
き
方
ひ
と
つ
で
ま
っ
た
く

異
な
る
音
が
出
る
と
こ
ろ
。

深
み
の
あ
る
音
を
出
す
た
め

に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
ま

す
。
定
期
演
奏
会
で
は
そ
の

成
果
が
少
し
で
も
表
れ
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
」
と
言

う
。
三
味
線
の
パ
ー
ト
リ
ー

　
和
楽
器
を
演
奏
す
る
学
生
サ
ー
ク
ル
の
三
曲
研
究
会

（
丸
山
敢
士
代
表
・
経
営
３
）
が
10
月
13
日
、
川
崎
市

多
摩
市
民
館
で
50
回
目
の
定
期
演
奏
会
を
開
い
た
。
三

曲
は
箏そ

う

、
三
味
線
、
尺
八
の
和
楽
器
３
種
。
演
奏
会
で

は
三
曲
に
太
鼓
、
琵
琶
、
篠
笛
な
ど
も
加
え
、
１
年
次

生
の
「
八
千
代
獅
子
」、
４
年
次
生
の
「
源げ

ん

氏じ

三さ
ん

綴て
い

」、

大
合
奏
「
邦
楽
合
奏
の
た
め
の
疾
風
怒
濤
」
な
ど
古
典

か
ら
現
代
邦
楽
ま
で
全
12
曲
を
披
露
。
若
々
し
い
音
色

で
約
４
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　
心
臓
が
拍
動
し
心
室
か

ら
血
液
が
駆
出
さ
れ
る
と

大
動
脈
の
伸
展
と
収
縮
が

繰
り
返
さ
れ
、
動
脈
の
拍

動
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
動

脈
拍
動
の
こ
と
を
脈
拍
と

言
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
脈
を

診
る
こ
と
は
、
基

本
的
な
診
察
法
と

し
て
重
要
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
五

感
を
使
っ
た
診
察

法
の
代
表
的
な
も

の
で
あ
り
、
漢
方

医
学
で
は
脈
診
と

い
う
診
察
法
も
あ

り
ま
す
。

　
脈
拍
を
触
知
、
観
察
す

る
部
位
と
し
て
は
、
頸
動

脈
、
橈と

う

骨こ
つ

動
脈
（
手
首
の

親
指
側
の
動
脈
）、
大
腿

動
脈
な
ど
い
く
つ
か
の
動

脈
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常

は
橈
骨
動
脈
を
用
い
ま

す
。
橈
骨
動
脈
は
皮
膚
に

近
い
部
分
を
走
行
し
て
い

る
た
め
触
れ
や
す
く
、
ま

た
走
行
部
位
の
個
人
差
が

比
較
的
少
な
い
こ
と
が
そ

の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
脈
拍
の
触
診
は
人
さ
し

指
と
中
指
、
薬
指
の
３
本

の
指
を
用
い
て
行
い
、
脈

拍
数
、
整
、
不
整
、
緊
張

度
な
ど
に
注
意
し
ま
す
。

脈
拍
数
は
正
常
で
は
１
分

間
に
60
〜
80
回
程
度
で
、

１
分
間
に
１
０
０
を
超
え

る
も
の
を
頻
脈
、
50
以
下

の
も
の
を
徐
脈
と
言
い
ま

す
。
脈
拍
数
を
診
る
だ
け

で
も
あ
る
程
度
身
体
の
状

態
が
推
測
で
き
ま
す
。
例

え
ば
体
温
が
１
度
上
が
る

ご
と
に
脈
拍
数
は
８
〜
10

増
加
し
ま
す
し
、
熱
中
症

の
と
き
の
脱
水
状
態
で
も

脈
は
速
く
な
り
ま
す
。

　
逆
に
め
ま
い
や
意
識
が

消
失
す
る
よ
う
な
状
況
の

と
き
、
徐
脈
と
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
は
重
要
な
所

見
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て

脈
の
整
、
不
整
も
重
要
で

す
。
最
終
的
に
は
心
電
図

検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
何
か
症
状
の
あ
る
と

き
の
脈
拍
測
定
は
診
断
の

有
力
な
情
報
と
な
り
ま

す
。
脈
拍
の
測
定
は
慣
れ

て
い
な
い
と
な
か
な
か
で

き
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら

自
分
の
脈
拍
を
触
れ
て
み

る
練
習
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
校
医
・
信
岡
祐
彦
）

脈拍

車
い
す
体
験
講
座

▽
日
時

12
月
１
日
（
土
）

10
時
〜
正
午
、
８
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
講
座

▽
日
時

12
月
１
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、
８

日
（
土
）
10
時
〜
正
午

※
両
講
座
と
も
無
料
。
定
員

は
各
回
20
人

※
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
13
教
室

集
合

□申 

学
生
生
活
課
（
神
田
）

窓
口
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
（kgak

usei@acc.senshu-u.ac.

jp

）。
11
月
30
日
（
金
）
締
め

切
り

旴
学
生
生
活
課
（
神
田
）
☎

03
・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

身
に
つ
け
よ
う
！
ま
さ
か
の

時
の
護
身
術

▽
日
時

12
月
７
日
（
金
）

12
時
20
分
〜
13
時

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

第
３
体
育
室

▽
定
員

30
人

□申 

学
生
生
活
課
（
神
田
）
窓

口
か
Ｅ
メ
ー
ル

健
康
講
座
「
カ
ラ
ダ
に
い
い

食
事
と
は
？
」

▽
日
時

12
月
10
日
（
月
）

12
時
20
分
〜
13
時
（
昼
食
持

ち
込
み
可
）

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
教
室

▽
講
師

神
田
保
健
室
校
医

大
石
由
美
子
氏

□申 

学
生
生
活
課
（
神
田
）
窓

口
か
Ｅ
メ
ー
ル

男
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

第
54
回
定
期
演
奏
会
　

▽
日
時

12
月
16
日
（
日
）

14
〜
16
時

▽
場
所

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ

ー
小
ホ
ー
ル

▽
曲
目

斎
太
郎
節
、
希
望

の
島
な
ど
。
Ｏ
Ｂ
と
の
合
同

ス
テ
ー
ジ
も
。

※
申
し
込
み
不
要
。
無
料

旴yu3 atu3 hika37754 @gma

il.com
（
今
田
）

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
講
座

　
５
日
間
の
集
中
講
座
。
終

了
後
に
特
典
で
テ
ス
ト
を
受

験
で
き
る
。

春
期
集
中
コ
ー
ス
初
級
ク
ラ

ス
（
神
田
開
講
）

▽
日
時

２
０
１
９
年
２
月

18
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

10
〜
16
時
（
休
憩
１
時
間
）

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

13
教
室

▽
対
象

本
学
学
生
、
一

般
。
初
級
者
（
目
標
点
数
４

５
０
点
以
上
）

▽
定
員

20
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料

学
生
２
万
円
、

一
般
２
万
７
０
０
０
円
。
別

途
教
材
費
３
０
０
０
円
程
度

▽
申
し
込
み
期
間

11
月
27

日
（
火
）
〜
19
年
1
月
11
日

（
金
）　

旴 

□申 

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
事
務
課
（
神
田
）

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
２
０

８春
期
集
中
コ
ー
ス
中
級
ク
ラ

ス
（
生
田
開
講
）

▽
日
時

19
年
２
月
25
日

（
月
）
〜
３
月
１
日
（
金
）

10
〜
16
時
（
休
憩
１
時
間
）

▽
場
所

後
日
告
知

▽
対
象

本
学
学
生
、
一

般
。
中
級
者
（
目
標
点
数
６

５
０
点
以
上
）

▽
定
員

20
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料

学
生
２
万
円
、

一
般
２
万
７
０
０
０
円
。
別

途
教
材
費
３
０
０
０
円
程
度

▽
申
し
込
み
期
間

12
月
４

日
（
火
）
〜
19
年
１
月
11
日

（
金
）

※
12
月
４
日
（
火
）
12
時
25

分
〜
、
６
日
（
木
）
16
時
35

分
〜
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
４

２
５
教
室
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

体
験
レ
ッ
ス
ン
を
開
催

旴 

□申 

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
事
務
課
（
生
田
）

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

６
８

　
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が

交
流
す
る
バ
ス
ハ
イ
ク
が
10

月
14
日
に
行
わ
れ
た
。
中

国
、
韓
国
、
台
湾
、
ラ
オ

ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
か

ら
の
留
学
生
18
人
と
日
本
人

学
生
26
人
の
合
わ
せ
て
44
人

和楽器の音色 聴衆を魅了

三
曲
研
究
会 

第
50
回
定
期
演
奏
会

尺
八 

Ｏ
Ｂ
山
野
さ
ん
特
別
出
演

ダ
ー
を
務
め
た
。

　
三
曲
研
究
会
の
活
動
の
場

は
、
黒
門
祭
や
鳳
祭
、
定
期

演
奏
会
の
ほ
か
依
頼
を
受
け

て
小
学
校
や
高
齢
者
施
設
に

出
向
い
て
演
奏
す
る
。
地
域

活
動
に
も
積
極
的
だ
。

が
参
加
し
た
。

　
富
士
山
５
合
目
で
は
、
あ

い
に
く
の
雨
で
霧
が
深
く
、

富
士
の
頂
上
を
見
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
付

近
の
美
し
く
色
づ
き
始
め
た

紅
葉
を
眺
め
た
。
河
口
湖
畔

で
ほ
う
と
う
鍋
を
楽
し
ん
だ

後
、
山
梨
県
の
農
園
で
ぶ
ど

う
狩
り
を
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
た

写
真
。

高
大
連
携

　
専
修
大
学
附
属
高
校
、
専

修
大
学
松
戸
高
校
、
専
修
大

学
北
上
高
校
の
生
徒
86
人
が

参
加
し
た
公
開
模
擬
裁
判

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
主
催
、
東
京
弁
護
士
会

協
力
）
が
11
月
10
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
法
廷
教
室
で

行
わ
れ
た

写
真
。

　
附
属
高
校
と
松
戸
高
校
の

生
徒
が
裁
判
官
、
検
察
官
、

弁
護
士
役
を
、
北
上
高
校
の

生
徒
が
刑
務
官
と
廷
吏
役
を

担
当
。
東
京
弁
護
士
会
の
弁

護
士
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

窃
盗
事
件
に
つ
い
て
白
熱
し

た
議
論
を
展
開
し
た
。
傍
聴

席
に
座
っ
た
生
徒
た
ち
も
裁

判
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
判

決
の
行
方
を
見
守
っ
た
。

　
裁
判
官
、
傍
聴
席
の
判
決

は
と
も
に
無
罪
。
こ
の
結
果

を
受
け
、
弁
護
士
が
生
徒
た

ち
の
感
想
や
意
見
を
聞
き
な

が
ら
今
回
の
争
点

を
解
説
し
、
質
問

に
答
え
た
。

　
検
察
官
役
の
附

属
高
校
の
生
徒
は

「
裁
判
の
仕
組
み

を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
、
弁
護

士
役
の
松
戸
高
校

の
生
徒
は
「
貴
重

な
経
験
が
で
き
、

裁
判
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ

た
」
と
感
想
を
話

し
た
。

付
属
３
高
86
人
が
公
開
模
擬
裁
判

ぶ
と
う
狩
り

楽
し
む

留
学
生
と
交
流

「邦楽合奏のための疾風怒濤」を大合奏


